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(57)【要約】
アクチュエータの大きさと重さを相当に減らす。所定の
しきい値より上の回転スピードにおいて駆動軸を被駆動
部材に結合する遠心クラッチであって、一端に塊状の拡
大体（３２０）と、第１の結合用形成体とを有する遠心
スライダー（３０２）と、前記遠心スライダーを支持す
るフレームであって、前記遠心スライダーが拡大された
直径の位置と縮小された直径の位置との間で滑動するよ
うに抑制し、前記遠心スライダーによって駆動される前
記滑動の軸と直角な前記駆動軸に固定的に取り付けられ
るよう形成体に形成されたフレームと、前記駆動軸にフ
ライホイール（３）を形成するように、前記遠心スライ
ダーがその拡大された直径の位置にあるときにのみ前記
遠心スライダーの慣性中心が同軸になるように前記フレ
ーム（３０１）と前記スライダー（３０２）が協働して
、前記クラッチが係合したときにその回転が完全に釣り
合いが取れる、フレームを有する遠心クラッチ。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定のしきい値より上の回転スピードにおいて駆動軸が被駆動部材と結合する遠心クラ
ッチであって、
　前記遠心クラッチは、
　一端に塊状の拡大体（massive enlargement）と、第１の結合用形成体と、を有する遠
心スライダーと、
　前記遠心スライダーを支持する形態で形成されたフレームであって、前記遠心スライダ
ーが拡大された直径の位置と縮小された直径の位置との間で滑動することを抑制し、当該
フレームの滑動の軸と直角な軸によって、前記遠心スライダーによって駆動されるべき前
記駆動軸に固定的にフィットするよう形成体（formation）に形成されたフレームと、
　前記駆動軸上で自由に回転するように装着可能で、使用時において前記駆動部材との係
合を駆動するように形成され、そして前記遠心スライダーが拡大位置にあるときにのみ前
記第１の結合用形成体と駆動的に接続する第２の結合用形成体によって形成された出力駆
動部材と、
　前記遠心スライダーをその縮小位置の方へ偏らせる手段（means for biasing）と、
　を有し、
　それにより、前記遠心スライダーと前記フレームの回転によって前記塊状の拡大体が前
記スライダーをその前記縮小された直径の位置から前記拡大された直径の位置に直径方向
に引き寄せることにより前記第１の結合用形成体と前記第２の結合用形成体とを相互に係
合させることで回転運動を前記駆動軸から前記出力結合ギヤへ伝達させ、前記回転が停止
したときには前記偏らせる手段が非係合とすることで前記駆動軸を前記出力結合ギヤから
非結合とする、遠心クラッチにおいて、
　前記フレームと前記スライダーは前記駆動シャフト軸上でフライホイールを構成するた
めに協働し、前記遠心スライダーがその拡大された直径の位置にあるときにのみ、前記遠
心クラッチの慣性中心が同軸上にあって、その回転は前記クラッチが係合したときに完全
に釣り合いが取れることを特徴とする、
　遠心クラッチ。
【請求項２】
　前記塊状の拡大体は、前記フレームのリム部内にある接線方向の空間内へ放射状にスラ
イドする、請求項１に記載の遠心クラッチ。
【請求項３】
　前記遠心スライダーは、前記一端とは反対の端にさらに塊状の拡大体を有し、前記塊状
の拡大体は、前記フレーム部のリム内にある別の接線方向の空間内へ放射状にスライドす
る、請求項２に記載の遠心クラッチ。
【請求項４】
　前記スライダーは、全体的に前記フレーム内で支持される、前記いずれかの請求項に記
載の遠心クラッチ。
【請求項５】
　前記スライダーは、前記駆動軸と垂直な一つのフレームの主面と同一の面となる一つの
外側の平坦面を有する、請求項４に記載の遠心クラッチ。
【請求項６】
　前記フライホイールは略円板形状である、前記いずれかの請求項に記載の遠心クラッチ
。
【請求項７】
　前記フレームは、前記フレームの直径を横切る伸びたチャンネルであって、前記スライ
ダーを収容するチャンネルを有する略円筒形状であり、前記チャンネルは前記遠心スライ
ダーの端と協働するガイドを有する、請求項６に記載の遠心クラッチ。
【請求項８】
　前記出力駆動部材は、使用中に前記被駆動部材の係合を駆動する結合用部材を有し、前
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記第２の結合用形成体は結合用部材を駆動するために回転的に結合され、制限された相対
的な回転運動がそれらの間で許容される、請求項１から７のいずれか１つに記載の遠心ク
ラッチ。
【請求項９】
　所定のしきい値より上の回転スピードにおいて駆動軸が被駆動部材と結合する遠心クラ
ッチであって、
　前記遠心クラッチは、
　前記駆動軸上にフライホイールを構成するために協働するフレームと遠心スライダーと
、
　使用時に前記被駆動部材を駆動する結合部材と、
　を有し、
　前記フライホイールは結合用部材を駆動するために回転的に結合され、制限された相対
的な回転運動がそれらの間で許容される、
　遠心クラッチ。
【請求項１０】
　前記結合部材は前記第２の結合用形成体と摩擦的な係合によって結合しており、所定の
印加されたトルクより上ではそれらの回転駆動結合体はすべる、請求項８に記載の遠心ク
ラッチ。
【請求項１１】
　前記結合部材は前記フライホイールと摩擦的に係合によって結合しており、所定の印加
されたトルクより上ではそれらの回転駆動結合体はすべる、請求項９に記載の遠心クラッ
チ。
【請求項１２】
　前記結合部材は前記第２の結合用形成体と弾性的に結合していており、印加されたトル
クは前記印加されたトルクが減少したときにばね作用によって解放される相対的な回転運
動を生じさせる、請求項８に記載の遠心クラッチ。
【請求項１３】
　前記結合部材は前記フライホイールと弾性的に結合していており、印加されたトルクは
前記印加されたトルクが減少したときにばね作用によって解放される相対的な回転運動を
生じさせる、請求項８に記載の遠心クラッチ。
【請求項１４】
　前記出力駆動部材は、前記結合部材を前記第２の結合用形成体と駆動的に接続している
ねじりばねを有する、請求項１２に記載の遠心クラッチ。
【請求項１５】
　前記結合用形成体が前記フライホイールと駆動的に接続しているねじりばねを有する、
請求項１３に記載の遠心クラッチ。
【請求項１６】
　遠心クラッチによって出力結合用歯車と駆動的に結合される電気モーターを有するアク
チュエータであって、前記遠心クラッチは遠心的に結合された駆動部材及び被駆動部材を
有し、さらに、前記アクチュエータは前記電気モーターと前記遠心クラッチの前記被駆動
部材との間で駆動的に結合するフライホイールを有し、前記遠心クラッチが前記電気モー
ターと前記出力結合ギヤとを係合させるスピードまで加速する期間において回転慣性を蓄
積する、アクチュエータ。
【請求項１７】
　前記フライホイールは前記遠心クラッチの前記被駆動部材と一体になっている、請求項
１６に記載のアクチュエータ。
【請求項１８】
　前記遠心クラッチは請求項１から請求項１５のいずれかの記載のものであり、前記フレ
ームと前記スライダーは前記フライホイールを構成する、請求項１６または請求項１７に
記載のアクチュエータ。
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【請求項１９】
　前記遠心クラッチと前記出力結合用歯車との間に減速歯車装置を有する、請求項１６か
ら１８のいずれかに記載のアクチュエータ。
【請求項２０】
　すべて一端に沿って同軸に形成された前記電気モーター、前記フライホイール、及び、
前記遠心クラッチを収納し、そしてさらに前記減速歯車装置を収納するハウジングを有す
る、請求項１９に記載のアクチュエータ。
【請求項２１】
　前記減速歯車装置は前記減速歯車装置の動きを示す電気信号を供給するためのセンサー
を有する、請求項１９または請求項２０に記載のアクチュエータ。
【請求項２２】
　永久磁石を有し、前記永久磁石は前記減速歯車装置の歯車にあり、前記永久磁石の通過
に反応して電気信号を生成する前記固定されたセンサーと協働する、請求項２１に記載の
アクチュエータ。
【請求項２３】
　前記減速歯車装置は前記遠心クラッチに同軸なウォームを有する、請求項１９から２２
のいずれかに記載のアクチュエータ。
【請求項２４】
　請求項１６、１７または１８に規定されたアクチュエータを有する始動モーターであっ
て、前記遠心クラッチは請求項１２、１３，１４または１５に記載のものであり、使用時
において、前記出力駆動部材は、前記クラッチが一旦係合するとその弾性結合によって回
転エネルギーを蓄積するように、そして、前記蓄積したエネルギーを解放して前記始動モ
ーターが結合されているエンジンを回すように配置されている、始動モーター。
【請求項２５】
　静摩擦抗力（drag）と動摩擦抗力に支配される負荷を動かす駆動装置であって、出力結
合歯車が負荷を駆動するために結合されている請求項１６から２３のうちいずれかに記載
のアクチュエータと、負荷と一体になったクラッチの係合の衝撃による負荷の静摩擦抗力
に打ち勝つために、通常の使用において遠心クラッチの係合のスピードにおける回転慣性
が十分なフライホイールと、を有する駆動装置。
【請求項２６】
　前記負荷が窓であり、前記アクチュエータに駆動的に結合された窓駆動フレームを有し
、前記遠心スライダーが係合したとき、フライホイールに蓄積された回転慣性が前記窓駆
動フレームに衝撃的に伝えられて、使用時において前記窓の滑動での静摩擦に打ち勝つ、
請求項２５に記載の駆動装置。
【請求項２７】
　前記負荷が、サンルーフ、座席、ドア、その他の閉鎖体(closure)のうちの一つであり
、その配置が、前記遠心スライダーが係合したとき、フライホイール内に蓄積された回転
慣性が、サンルーフ、座席、その他のクロージャーに衝撃的に伝えられて、使用時におい
てその動きの静摩擦に打ち勝つ、請求項２５に記載の駆動装置。
【請求項２８】
　ステアリング・コラムを固定または非固定に調整するよう配置されたアクチュエータを
有する自動車用ステアリングロックであって、前記アクチュエータは請求項１６から２３
のうちいずれかに記載のものである、自動車用ステアリングロック。
【請求項２９】
　請求項１６から２３のうちいずれかに記載のアクチュエータを有するフロントガラスワ
イパー駆動装置。
【請求項３０】
　ブレーキを駆動するために結合された請求項１６から２３のうちいずれかに記載のアク
チュエータを有する電気駐車ブレーキ。
【請求項３１】
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　請求項１６から２３のうちいずれかに記載のアクチュエータによって駆動されるべく結
合された回転ドライブを有するシートベルトプリテンショナー。
【請求項３２】
　ギヤチェンジを有効化するために結合された請求項１６から２３のうちいずれかに記載
のアクチュエータによってギヤチェンジが行われる自動変速機。
【請求項３３】
　請求項１６から２３のうちいずれかに記載のアクチュエータを使用して静摩擦と動摩擦
抗力に支配される負荷を駆動する方法であって、電気モーターとフライホイールを加速し
、静摩擦に打ち勝つためにフライホイールの回転慣性が負荷へ衝撃的に伝える所定のスピ
ードで遠心クラッチが係合し、負荷の動摩擦駆動に対抗して前記負荷を加速するために電
気モーターの駆動を維持する、負荷を駆動する方法。
【請求項３４】
　前記負荷が、自動車の座席、サンルーフ、窓、ステアリングロック、フロントガラスワ
イパー、自動化されたマニュアル変速機、座席調整装置、電気駐車ブレーキ、または、シ
ートベルトプリテンショナーである、請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記アクチュエータの遠心クラッチが請求項１０または１０に記載のものであり、所定
の印加されたトルクより上で、前記出力駆動部材の結合部材がすべることによって、前記
電気モーターと出力結合歯車との間のすべりを許容する、請求項３３または３４に記載の
方法。
【請求項３６】
　前記アクチュエータの遠心クラッチが請求項１２、１３，１４または１５に記載のもの
である請求項３３に記載の方法であって、前記フライホイールの回転慣性を利用して前記
第２の結合用形成体にトルクを適用して、前記出力結合歯車と前記第２の結合用形成体と
の間の弾性結合にエネルギーを蓄積し、そして前記被駆動部材を駆動する前記結合用部材
　によって長期間にわたって蓄積されたエネルギーを解放し、それによって回転慣性が、
長期間にわたって前記負荷に衝撃的に伝達されて、静摩擦に打ち勝ち、前記負荷の初期加
速の過程での動摩擦に打ち勝つ、方法。
【請求項３７】
　前記アクチュエータが始動モーターである請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　減速歯車装置を介して出力結合歯車と接続された電気モーターを有するアクチュエータ
であって、前記減速歯車装置は、対応する駆動歯車と被駆動歯車とがかみあうそれぞれの
歯が付いた２つの同軸の構成要素をもった歯車を有し、前記２つの構成要素は、衝撃を吸
収しアクチュエータが使用中に行き止まりに当たったときのバックラッシュを減らす粘性
のある制振部材（viscous damping member）を介して駆動的に結合されている、アクチュ
エータ。
【請求項３９】
　前記粘性のある制振部材は、歯車の前記２つの構成要素間に固体要素を有している、請
求項３８に記載のアクチュエータ。
【請求項４０】
　前記歯車の前記２つの構成要素が、使用時の前記２つの構成要素の相対的な回転運動に
よって圧迫される固体の円板が間に収納される放射状のリブを有する、請求項３９に記載
のアクチュエータ。
【請求項４１】
　前記固体の円板は、前記それぞれの放射状のリブの間に収納されるセクターを有し、使
用時にセクターのそれぞれが相対的な回転運動によって圧迫される、請求項３９に記載の
アクチュエータ。
【請求項４２】
　請求項３８から４１のいずれかに記載のアクチュエータであって、請求項１６から２３
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のうちいずれかに対応しているアクチュエータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遠心クラッチ、すなわち、オーバー・ランニング・クラッチ、及び、遠心ク
ラッチを含んだアクチュエータに関する。本発明はまた、静摩擦抗力（drag）及び動摩擦
抗力の影響を受ける負荷を動かす駆動システム、負荷を駆動する方法に関する。本発明は
特に、排他的ではないが、自動車の座席、サンルーフ、窓、ハンドルロック、フロントガ
ラスワイパー、自動マニュアル変速機、座席調整装置、電動駐車ブレーキ、シートベルト
プリテンショナー（pretensioners）、エンジン始動モータ、ブレーキ装置、自動ギヤボ
ックス、要するに、慣性質量を動かし、それを制御された動きに保つように設計された任
意の駆動機構の駆動に用いて有益である。原理的には、本発明は負荷が摩擦抵抗に抗して
動かされるあらゆる回転的または直線的な駆動システムに適用可能であり、本発明は特に
静摩擦に打ち勝つのに有用である。本発明は、エレベータや販売用コンベヤーの小売ポイ
ントなどの種々の分野における用途を見出している。
【背景技術】
【０００２】
　車両座席、サンルーフ、窓、ステアリング・コラム・ロック、窓面ワイパー、自動化さ
れたマニュアル変速機（半自動変速機）、座席調整装置、電動駐車ブレーキ、シートベル
トプリテンショナー、始動モータといったような、自動車内における多くの機能は今や、
電気的に動作される。これらの機能の多くは、大きな駆動力またはトルクを必要とし、技
術者は一般的に必要な出力を供給するため高出力電気モータを開発してきている。この取
り組みの不利な点は、そのような電気モータは大きく、重く、高価であり、カーバッテリ
ーやオルタネータから大電力の入力が要求されることである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　したがって、本発明の目的は、現在利用可能なアクチュエータのこれらの不利な点を克
服し、または軽減することにある。車両の重量、電力消費、価格を低減することに対する
増大する圧力が存在し、それにより、車両の性能、経済性が向上し、環境に与えるダメー
ジを低減させる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　したがって、本発明は、所定のしきい値より上の回転スピードにおいて駆動軸が被駆動
部材と結合する遠心クラッチを提供し、前記遠心クラッチは、一端に塊状の拡大体（mass
ive enlargement）と、第１の結合用形成体と、を有する遠心スライダーと、前記遠心ス
ライダーを支持する形態で形成されたフレームであって、前記遠心スライダーが拡大され
た直径の位置と縮小された直径の位置との間で滑動することを抑制し、当該フレームの滑
動の軸と直角な軸によって、前記遠心スライダーによって駆動されるべき前記駆動軸に固
定的にフィットするよう形成体（formation）に形成されたフレームと、前記駆動軸上で
自由に回転するように装着可能で、使用時において前記駆動部材との係合を駆動するよう
に形成され、そして前記遠心スライダーが拡大位置にあるときにのみ前記第１の結合用形
成体と駆動的に接続する第２の結合用形成体によって形成された出力駆動部材と、前記遠
心スライダーをその縮小位置の方へ偏らせる手段（means for biasing）と、を有し、そ
れにより、前記遠心スライダーと前記フレームの回転によって前記塊状の拡大体が前記ス
ライダーをその前記縮小された直径の位置から前記拡大された直径の位置に直径方向に引
き寄せることにより前記第１の結合用形成体と前記第２の結合用形成体とを相互に係合さ
せることで回転運動を前記駆動軸から前記出力結合ギヤへ伝達させ、前記回転が停止した
ときには前記偏らせる手段が非係合とすることで前記駆動軸を前記出力結合ギヤから非結
合とする、遠心クラッチにおいて、前記フレームと前記スライダーは前記駆動シャフト軸
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上でフライホイールを構成するために協働し、前記遠心スライダーがその拡大された直径
の位置にあるときにのみ、前記遠心クラッチの慣性中心が同軸上にあって、その回転は前
記クラッチが係合したときに完全に釣り合いが取れることを特徴とする。
【０００５】
　この遠心クラッチは、「プリアセンブルされた遠心クラッチ」という命名した私の英国
特許出願ＧＢ－Ａ－２３９２９５８３号に開示された特徴を組み込むことができる。フラ
イホイールの慣性モーメント、遠心クラッチが係合する時における予め決められた回転ス
ピード、動力、モータの加速と最高スピードは、あらゆる与えられた用途に適合する遠心
クラッチの設計において、静摩擦抵抗と動摩擦抵抗の要求、特定の揚重、または他の負荷
の要求が満たされるように、全て選択できる。たとえば、自動車の窓アクチュエータへの
遠心クラッチの用途において、当該遠心クラッチが係合するときのスピードと共に、電気
モータの定格、および減速ギヤ比が、係合によりアクチュエータに十分な「打撃（kick）
」を与えるように設計され、それにより、窓枠の静摩擦に打ち勝ち、通常の使用時におい
て、窓のための連続した上昇を提供し、窓が上昇されているとき動摩擦に打ち克つ。
【０００６】
　さらに本発明は、所定のしきい値よりも上の回転スピードで駆動軸を被駆動部材（従動
部材、driven member）に結合する遠心クラッチであって、フレームと、前記駆動軸にフ
ライホイールを構成するために協働する遠心スライダーと、使用時に被駆動部材を駆動す
る結合部材を具備し、前記フライホイールが回転的に結合されて、前記結合部材を駆動し
て、制限された相対的な回転運動がそれらの間で許容される、遠心クラッチを提供する。
【０００７】
　本発明はまた、遠心クラッチによって出力結合用歯車と駆動的に結合される電気モータ
を有するアクチュエータであって、前記遠心クラッチは遠心的に結合された駆動部材及び
被駆動部材を有し、さらにアクチュエーターは、前記電気モータと前記遠心クラッチの前
記被駆動部材との間を駆動的に結合するフライホイールを有し、前記遠心クラッチが前記
電気モータと前記出力結合ギヤとを係合させるスピードまで加速する過程で回転慣性を蓄
積する、アクチュエータを提供する。
【０００８】
　前記フライホイールは、前記遠心クラッチの入力部材と一体になっていてもよい。前記
遠心クラッチは、上記の本発明の第１の定義に従うことができ、前記フライホイールを構
成する前記フレームと前記スライダーであってよい。
【０００９】
　本発明のいくつかの用途のため、出力駆動部材は、使用中に前記被駆動部材の係合を駆
動する結合用部材を有し、第２の結合用形成体（coupling formation）は結合用部材を駆
動するために回転的に結合され、制限された相対的な回転運動がそれらの間で許容される
。
【００１０】
　過度のトルクがあった場合に、すべりを提供するために、前記結合部材は前記第２の結
合用形成体と摩擦的係合によって結合されることができ、それにより、所定の印加された
トルクより上で回転駆動結合体はすべる。
【００１１】
　摩擦的な結合の代わりに、前記結合部材は第２の結合用形成体と弾性的に結合していて
もよく、それにより、印加されたトルクは、印加されたトルクが減少したときにばね作用
によって解放される相対的な回転運動を生じさせる。そこで好ましくは、出力駆動部材は
、結合用部材を第２の結合用形成体と駆動的に接続しているねじりばね（torsion spring
）を有する。
【００１２】
　この弾性結合は、クラッチの係合に直に続くポテンシャルエネルギーを蓄積し、負荷に
対する慣性の衝撃的移送（impulsive transfer）をある時間にわたって分散する。このこ
とは、特に静摩擦特性と動摩擦特性を有し得る負荷の要求に適合するように調整され得る
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。例えば、始動モータはその初期加速の期間、低速度において摩擦が大きい負荷として車
両のエンジンを駆動しなければならない。
【００１３】
　キック駆動機構（kick-drive mechanism）のパラメータに依存して、衝撃の時点におい
て解放される衝撃トルク（impact torque）は、被駆動（従動）装置の慣性質量を安全に
移動させるのに必要な力よりもかなり大きくなる可能性がある。そのような装置の例は、
エンジン始動モータ内のキック駆動機構への使用にある。クラッチ機構は、エンジンと連
動する（associated）駆動構成要素およびエンジンのフライホイールの慣性質量を加速さ
せることが期待されている。中間的なエネルギー蓄積装置を構成する弾性結合は、クラッ
チと負荷との間のインターフェース構成要素の破壊を回避するために本質的である。負荷
の初期加速の期間、電気モータによって維持が可能な連続的なエネルギーを供給するため
に、蓄積された回転エネルギーが解放される。同様にして、クラッチ内のフライホイール
は、動摩擦抵抗の変動を平滑することに役立ち、それ故、モータに必要な電力が減少し、
安定した（consistent）レベルの出力エネルギーを生成する。
【００１４】
　本発明はまた、静摩擦抗力と動摩擦抗力に支配される負荷を動かす駆動システムを提供
し、当該駆動システムは、出力ピニオンが負荷を駆動するために結合される上述した形状
のアクチュエータと、負荷と一体になったクラッチの係合の衝撃による負荷の静摩擦抗力
（drag）に打ち勝つために、通常の使用において、遠心クラッチの係合のスピードにおけ
る回転慣性が十分なフライホイールと、を有する。
【００１５】
　さらに本発明は、上述した形式のアクチュエータを使用する、静摩擦抗力と動摩擦抗力
に支配される負荷を駆動する方法を提供し、当該方法は、静摩擦抗力と動摩擦抗力に支配
される負荷を駆動する電気モータを加速し、静摩擦に打ち勝つためにフライホイールの回
転慣性が負荷に衝撃的に伝播される所定のスピードにおいて遠心クラッチを係合させるた
めに電気モータとフライホイールを加速するアクチュエータを使用し、負荷の動摩擦駆動
に対抗して負荷を加速するために電気モータの駆動を維持する工程を含む。
【００１６】
　電気アクチュエータは、両端停止（end stops）間で負荷を動かすのに使用されること
ができ、アクチュエータが行き止まり（dead end）に達すると、損傷を受ける可能性があ
り騒々しい可能性があるバックラッシュをアクチュエータが経験する。したがって、発明
はさらに、減速歯車装置を介して出力結合歯車と結合する電気モータを有するアクチュエ
ータを提供し、前記減速歯車装置は、対応する駆動歯車と被駆動（従動）歯車とがかみあ
うそれぞれの歯が付いた２つの同軸の構成要素をもった歯車を有し、前記２つの構成要素
は、衝撃を吸収し、アクチュエータが使用中に行き止まりに当たったときにバックラッシ
ュを減らす粘性のある制振部材（viscous damping member）を介して駆動的に結合されて
いる。
【００１７】
　粘性のある制振部材は、歯車の前記２つの構成要素間の円板のような固体要素を有して
もよい。
【００１８】
　このアクチュエータは遠心クラッチと減速歯車装置を有する上述した形式のものでよい
。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明のアクチュエータは、大きさと重さを相当に減らすことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明をよりよく理解するためにこれから、単なる一例として、好適な実施形態を添付
の図面を参照しながら説明する。
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【００２１】
　図１から図４に示すように、自動車の窓巻上げ機構用の電気アクチュエータ１は、従来
の窓巻上げ機構（図示せず）を駆動するために出力結合歯車５が配置された減速歯車装置
４を駆動する一体フライホイールと遠心クラッチ装置３とに駆動的に結合される電気モー
タ２を有する。これらの構成要素は、この例では２つの合わせシェル（mating shells）
６０４，６０５がＯリングシール６０６で封されたハウジング６内に配置されている。２
つの合わせシェル６０４，６０５は、ネジ６０７によって共に保持されている。ハウジン
グはガラスが満たされたプラスチック材料（glass-filled plastics material）であり、
図４に別に示されたように、構造に対して特に剛性を与えるスチールの保持（retention
）挿入板６０３を有する。保持挿入板６０３の３つのリムは開口６０８によって形成され
ており、この開口がハウジング内の対応する形成体（formations）と協働して全体のアク
チュエータ組み立て物が車両内で３点で取り付けられることを可能にする。保持挿入板６
０３と一体的に形成されたスピンドル６０９は、出力結合歯車５を支持する。
【００２２】
　外部からの電気配線接続が、適切なシールを用いてポート６０３を通り、ハウジングへ
入る。以下で説明するように、これらの配線は電気モータ２に電流を供給し、ウォームギ
ヤ４０２に設けられた磁石リング４０３に隣接する、ホール効果センサまたはリード（re
ed）スイッチといった電子センサ（図示せず）とつながっている。
【００２３】
　遠心クラッチ３の出力駆動ドッグ（dog）は、電気モータ駆動スピンドルとフライホイ
ール装置３と同軸であり、同軸のウォームギヤ４０１を駆動する。電気モータ２、フライ
ホイールと遠心クラッチ装置３、及び、伸びたウォームギヤ４０１は、ハウジング６の一
端に沿って同軸に形成されている。協働するウォームギヤ４０２は、回転のために、モー
タ２の軸と垂直な（normal）ハウジングの中心のスピンドルに取り付けられている。この
ギヤ４０２はアクチュエータの単一のもっとも大きな構成要素であり、従って、ハウジン
グは一般的には平坦で矩形に製造されている。
【００２４】
　図５（ａ），５（ｂ），５（ｃ）に示されたように、位置を検出するために、大きなウ
ォームギヤ４０２は、リング磁石４０３を保持する円形のチャンネル４０３１を有してい
る。７２個の磁石がリング４０３の周囲に等角度で配列されており、それにより、３６０
°にわたって分散された１４４の磁極を構成する。ハウジングに取り付けられたリング４
０３上のホール効果センサーは、磁極の通過を検出するために使用され、そしてギヤ４０
２の回転のスピードと方向を決定するために、ホール効果センサーからの電気信号を受け
る外部制御回路（図示せず）が使用される。アクチュエータによって展開されたトルクは
スピードの関数であり、その関数は電気制御回路内であらかじめ決められ、記憶されてお
り、それにより、例えば、アンチ・ピンチ安全（anti-pinch safety）のために出力トル
クを制限するようにトルクが制御され得る。ギヤの位置が決定されると、窓の位置が決定
され得る。
【００２５】
　図５（ａ），５（ｂ）に示したように、大きなウォームギヤ４０２は、磁石リングから
離れた以外の３つの構成要素を有している。これらの構成要素は同軸上に互いに向き合っ
ている。駆動構成要素４０２は外歯を有し、この外歯は伸びたウォームギヤ４０１と噛み
合う。駆動されるらせん状のスパー・ピニオン（spur pinion）４０４は、被駆動（従動
）板４１０に形成されており、ゴム製の粘着制振円板４２０が構成要素４０２と４１０の
間に保持され、これらの間で弾性的に変形可能な粘着制振を提供し、アクチュエータがデ
ッドエンドに当たったときにバックラッシュを最小にする。この例では、ゴムの材料は圧
縮率がＡ９０ショア（shore）、すなわち約５０Ｄの合成ゴムであり、これには、「Ｈｙ
ｔｒｅｌ」または「Ｓａｎｔｏｐｒｅｎｅ（登録商標）」がある。ゴム円板４２０は、こ
の例では、ノッチによって分割された８つの等しい４５°セクターから構成されており、
ノッチのうち４つ４２１は一方の側にあり、ノッチのうち他の４つ４２２は他方の側にあ
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る。これらのノッチは、対応するギヤ構成要素４０２及び４１０の内面に形成された放射
状のリブと係合する。それ故、構成要素４０２及び４１０の相対的な回転運動が存在する
ときに、リブはゴム円板４２０の個々のセクターを圧縮または圧迫する（compress or sq
ueeze）。もちろん、９０°セクターのように、セクターの数が異なっていてもよく、こ
のことは適切な設計事項である。ひとつだけの弾性ブロックであってもよい。
【００２６】
　らせん状のスパー・ピニオン４０４は、スピンドル６０９を共有し、出力ピニオン５と
同軸かつ堅く結合したらせん状のスパー・ギヤ４０５を駆動する。図２に示したように、
回転のために大きなウォームギヤ４０２は、保持挿入体６０３と対向するハウジングシェ
ル６０４の間に取り付けられる。
【００２７】
　ハウジングの材料と剛構造とその内部構成要素についてはアクチュエータの動作の円滑
を最大にし、その音響出力を最小にするように選択される。ゴム制振は、バックラッシュ
を最小にすると共に、窓からの振動と電気モータの振動とを分離する役目もする。しかし
、ゴム円板４２０の弾性変形性は、遠心クラッチの係合点においてアクチュエータによっ
て与えられる「打撃（キック）」、すなわち、衝撃駆動を弱めるよりもむしろ、負荷にお
ける静摩擦に打ち勝つのに重要となる。
【００２８】
　図３において、最も明らかに示されるように、スチールの挿入体６０３は、構造体の層
を分離するさらなる効果を有する。我々は、このように組立物の層の「サンドイッチ」は
、層間の接触面が構造体を横切るノイズの伝達を分散する傾向があり、有利な音響効果を
有することを見出した。振動ノイズは、スチールの挿入体６０３とハウジングの合わせシ
ェル６０４，６０５との間の平面界面において一層容易に吸収される。シェル６０４，６
０５はスチールの挿入体６０３の弾力性と異なる弾力体で製造されることが重要である。
【００２９】
　電気モータ２が、図６における、一体的なフライホイールと遠心クラッチ装置３と一緒
に示されている。フライホイールとクラッチ装置３は円板の形状、すなわち、本質的に円
筒形状であり、モータ駆動軸３０４に対して同軸に形成され、出力駆動ドッグ３０３と同
軸である。円板形状のフレーム３０１はその直径を横切ってチャンネルを有しており、塊
状の（massive）拡大体が両端にあり図９（ａ）と図９（ｂ）にそれぞれ係合と非係合の
位置が示されたジグザグの圧縮ばね３５０によって非係合位置に向けて弾性的に偏らされ
た（biased）遠心スライダー３０２がそのチャンネル内をスライドする。英国出願、ＧＢ
－Ａ－２３９３９５８に記載されているように、ばね３５０は全体が遠心スライダー３０
２内に凹陥されており、ばねの一端が開口３４０を通り抜けたモータスピンドルをスライ
ダーの中心において押し付ける。
【００３０】
　図６に示された例示において、遠心クラッチの被駆動構成要素は、モータ軸３０４に同
軸に装着された駆動ドッグ３０３であり、当該ドッグは等角度間隔で配置された３つの歯
を有している。図７と図８に示された代替的な例では、駆動ドッグ３１３は歯車（toothe
d cog）３１３と一体的に形成された円板３１５に装着された単一の歯３１４を有してい
る。遠心クラッチの被駆動構成要素は、特定の実施形態にて要求される減速ギヤ装置に結
合するように構成されており、図１と図２の実施形態では、駆動ドッグ３１４は、いずれ
かの歯車３１３を経由するよりも、伸びたウォームギヤ４０１に直接的に接続されている
。
【００３１】
　図７から図９に最も明確に示されているように、遠心スライダー３０２は、円筒形状（
cylindrical）の駆動要素３０１の直径にわたって形成されたチャンネルを横切ってスラ
イドするようにレールによって拘束されている。このチャンネル３３０は、遠心スライダ
ー３０２の中心線に沿って形成された補完的に突出しているランド３２３を案内する中央
軸溝（groove）３３１によって形成される。遠心スライダー３０２のそれぞれの側部にそ



(11) JP 2008-531955 A 2008.8.14

10

20

30

40

50

って突き出ているレール３２３は、円筒形状のベース部３０１内のチャンネルに沿って対
応する形成体相互間に案内されている。
【００３２】
　遠心スライダー３０２は、一方の端において塊状の（massive）拡大体３２０を有して
おり、当該拡大体は釣鐘おもり（bell weight）として作用して、図７（ａ）と図８（ａ
）に示されているように、圧縮ばね３５０の力に抗してスライダーを図７（ｂ）と図８（
ｂ）に示されたその非係合位置から係合位置に向けて引っぱる。係合位置においては、塊
状の拡大体３２０はベース部３０１の円筒外表面と同一面となる部分的な円筒の外表面を
有しており、拡大体３２０はベース部３０１のリム（rim）を補完している。リムは塊状
の拡大体３２０がチャンネル３３０内をスライドするチャンネル３３０の幅に対応する開
口３０３を有しており、その拡大体が係合位置に到達したときにそのすき間を実質的に埋
める。この係合位置において、遠心スライダー３０２は放射状の端部係止に到達し、係合
ドッグ３２１は駆動ドッグ３１４と係合する。この係合点において、クラッチの駆動要素
および被駆動要素が相互にロックし、回転運動をドッグ３１３に伝達する。
【００３３】
　遠心スライダー３０２の反対側の端には、ドッグ３２１と一体になった塊状の拡大体が
さらに存在しており、クラッチの完全な非係合位置では、図７（ｂ）と図８（ｂ）に示し
たように、拡大体は円筒形状のベース３０１のリムのすき間にあり、拡大体の部分円筒外
側表面はリムの円筒形状の表面と同一面となる。その時には、遠心スライダー４０２は、
端部係止に当接している。
【００３４】
　クラッチが係合する回転スピードは、クラッチの構成要素の構造と圧縮ばね３５０のば
ね強度によってあらかじめ選択されている。
【００３５】
　　クラッチが、当該クラッチが係合位置へ加速されるとき、回転エネルギーを蓄積でき
るフライホイールを構成することは、本発明の重要な要素である。フライホールの重要な
構成要素は、円筒形状のベース３０１の大きなリムと、遠心スライダー３０２の補完的な
塊状の拡大体３２０，３２１である。このことは、モータが非常に軽量のロータを用いる
ことを可能にする。
【００３６】
　図７（ａ）と図８（ａ）に示されたようにクラッチが完全に係合したときに、組合され
たクラッチ装置３の慣性の中心は、回転の軸、すなわち、モータスピンドルに配置される
ように、塊状の拡大体３２０，３２１は精密に配置される。遠心スライダー３０２の他の
位置において、慣性の中心はレール３３１の直径に沿って軸の位置からずれた所に移る。
この装置が重要なのは、一旦クラッチが係合し、電気モータが負荷を駆動すると、騒音や
応力を最小にするために、クラッチは回転的に釣り合いが完全に取れることである。休止
から係合位置への装置の加速の期間では、負荷がかかっていないので、クラッチが回転的
に釣り合いが取れることは重要なことではない。
【００３７】
　遠心クラッチの出力駆動ドッグの代替的な形態が図１０から図１３に示される。図１０
（ａ）と図１０（ｂ）は、図７と図８の駆動ドッグを示している。小さな歯車３１３が当
接（alentment）キャップ３１４，３１５に接続されており、これらのキャップは２単位
などの他にコールド形成ユニットまたは射出成形ユニットとして形成することができる。
キャップ３１５の溝の周りに留められるばね３１４の中心部として犬歯（dog tooth）が
形成される。ばね３１４とキャップ３１５の溝との間の円筒界面にわたる摩擦係合は、ク
ラッチの駆動要素から被駆動要素へ出力駆動を回転的に伝達する。摩擦は十分強く、アク
チュエータの駆動の状態に欠陥条状態があったり、アクチュエータが端部係止に至らなけ
れば、相対的な回転運動は抵抗を受けない。この緩衝ばね装置は、過度の磨耗や損傷を防
ぐためにすべりが許容される。この摩擦は十分強く、クラッチは依然として強力な「打撃
（キック）」や衝撃力（impressive force）を発生させることができ、アクチュエータに
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よって駆動される負荷の静摩擦に打ち勝つことができる。
【００３８】
　図１１（ａ）と図１１（ｂ）に示された代替的な装置では、キャップ３１５は同一形状
をしているが、ばね３１４ａは、外方向に曲がった端部を有し円筒形状となっていない、
すなわち、ばねの端部は、ばねの中心が犬歯を形成するのではない。係合によって、ばね
３１４ａは圧縮される傾向があり、キャップ３１５周囲の摩擦把持（grip）が増加する。
【００３９】
　さらに代替的な装置が図１２（ａ）と図１２（ｂ）に示されている。そこには、ひし形
をしたばね３１４ｂは対向する対角位置に２つの歯を構成する。ばねは一つの開口を一方
の側に有し、溝中でキャップ３１５を覆うように配置できるようにする。２つの歯を有す
ることの利点は、二つの歯が回転的に釣り合いを取れることである。
【００４０】
　摩擦すべりを許容する代わりに、図１３の装置は弾性ひずみに対抗した相対的な回転運
動を許容し、ねじりコイルばね１３０にポテンシャルエネルギーを蓄積する。当該ばねは
時計のばね（clock spring）と同様の機能をし、その後に続く制御された解放のためにエ
ネルギーを蓄積する。この例では、ばねは１０ｍｍ幅で０．５ｍｍ厚とすることができ、
巻き戻されるときに１０ｋＷの出力を伝搬することができる。それ故、クラッチの出力駆
動部材はギヤ３１３の形状をした結合部材を有しており、車両のエンジンなどの負荷を駆
動する。それはまた、遠心スライダーと係合できる一対の直径方向に対向した歯１４１，
１４２を有するドッグ１４０を有している。
【００４１】
　図１３に示されたように、歯１４１はスライダーと係合し、矢印１４３で示される力を
生成する。ドッグ１４０は歯１４２にて他端１４６がギヤ３１３に接続されたねじりばね
１３０の一端１４５に接続される。矢印１４４で示されるように、ばね１３０を歯１４２
は駆動する。
【００４２】
　この配列によってねじりばね１３０内のポテンシャルエネルギーの中間的な(intermedi
ate)蓄積によってフライホイールの回転慣性を長期間にわたって衝撃的に移送することが
できる。フライホイールから負荷へのトルクの伝達はこうして長期間平滑化され、トルク
の時間積分として表される全衝撃をほぼ維持しながら衝撃的な「打撃（キック）」のトル
クレベルを減少させる。
【００４３】
　∫Ｉｄｔ
【００４４】
　始動モータは、図６～図９の電気モータとフライホイールの原理が類似する電気モータ
とフライホイールを有しているが、窓巻き上げ機構に必要な出力よりも大きな出力となっ
ている。フライホイールは図１３の出力装置を有する。出力ギヤ（通常は駆動歯車といわ
れる）がエンジンのフライホイールと結合されている。当該フライホイールは好適に始動
モータの駆動歯車と噛み合うギヤ（代表的なギヤ比は２０：１）に適用される。
【００４５】
　始動モータは最初のエンジン回転に必須である。エンジン組立部品のかなりの静摩擦と
動摩擦のために、エンジンの構成要素、クランクシャフト、エンジンフライホイール、ピ
ストンが動くようにするために、始動モータはバッテリーからのかなりの電力の取り込み
が必要である。始動モータはバッテリーに蓄えられた電気エネルギーを使用して、クラン
クシャフトの一端にボルト止めされたフライホイールを回転させる。回転しているフライ
ホイールは、ひき続いて始動モータとは独立に機能するピストンの運動を行わせる。
【００４６】
　例として、１２００ｃｃエンジンの車は、３５０Ａもの瞬間電流を引き出す３ないし４
ｋｇの始動モータを有しており、３．７ｋｇになり、その始動モータはエンジンが２１０
０ｒｐｍの自由走行スピードのとき９Ｖ，１５５Ａで０．２５ｋｇ．ｍの走行トルクを供
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給し、その最高出力は０．８ｋＷである。本発明の利点により、１０ｍｍ幅で０．５ｍｍ
厚の１０ｋＷを生成するねじればねが付いたフライホイールが３００ｇでモータが６００
ｇのわずか重さ１．２ｋｇの始動モータで同一の車を始動できる。電気モータへの瞬間電
流のすぐ後に、始動モータは１０ないし１２Ｎｍのトルクを供給し、４ないし５Ｎｍの定
常トルクまで下がる。当該モータは１２Ｖで最大３６Ａ、定格９Ａを消費する。従来の車
は２０Ａｍｐ．ｈｏｕｒの容量のバッテリーを必要とするのに対して、当該車は５ないし
６Ａｍｐ．ｈｏｕｒのバッテリーの使用で十分である。始動モータとバッテリーの重さの
節減は明らかに意義がある。
【００４７】
　トラックの始動モータの例では、始動モータの重さは３５ｋｇからその３分の１より減
らすことができる。必要電流の低減の割合は、車に対する始動モータで達成されたものに
匹敵する。より軽い重さのバッテリーをトラックに使用することもできる。
【００４８】
　アクチュエータの動作を説明する。図面に示された様々な代替的な構成要素は、図１か
ら図３の対応する要素に代えることができる。さらに、図１から図３に示された特定の減
速ギヤ装置は本質ではなく、この例のような２段のまたは異なる段数がある多くの違った
装置が可能である。
【００４９】
　車の窓を巻き上げたり巻き下げる必要があるとき、対応するスイッチが操作される、こ
れにより、図１と２のアクチュエータへ送られる電力を制御する電子制御ユニットを順次
集中的に制御する。磁石円板４０３上のホール効果センサーから得られたアクチュエータ
１内のセンサーからの制御信号を使用して、電子制御ユニットは窓の位置についての情報
も記憶する。類似の位置検知装置は、我々のＷＯ０３／００４８１０とＧＢ－Ａ－２３８
１０３４の特許出願に開示されている。
【００５０】
　位置フィードバック検知装置が窓が所望の位置に到達したと決定されたり、電気駆動が
突然終了して例えばピンチ状態といった不良条件が送られてきたりするまで、電力は電気
モータを駆動する。
【００５１】
　電力が電気モータ２に供給されているとき、フライホイールとクラッチ装置はクラッチ
が係合するスピードになるまで加速する。係合したとき、回転エネルギーが減速ギヤに一
部送られ、相当な「打撃」あるいは衝撃として負荷に送られる。これは、例えば窓枠駆動
レバーと耐候性（weather-proofing）ドア構造における窓ガラスの縁にある摩擦といった
、負荷に固有の静摩擦に打ち勝つことに利点がある。クラッチの連続した動きは負荷を加
速し始める。電気モータは、負荷が一定速度で動き続ける最大出力になるまで加速し続け
る。電子制御ユニットは、負荷の位置を監視し、この場合は窓の負荷が一旦所望の位置に
到達したり、走行効果を見込んでその位置に到達する少し前で電力を止める。負荷からの
過度な抵抗があると、
電気モータへ継続する電力がクラッチをもう一度係合としさらに衝撃力を供給できるよう
に、その負荷はクラッチを減速し、これを非係合とする。したがって、必要ならば、連続
する衝撃を負荷に続けざまに供給し、摩擦に打ち勝つ。
【００５２】
　フライホイールに蓄えられる回転エネルギーの量、そしてしかるに係合時の衝撃力の強
さは、クラッチ内のばね強度を選択することであらかじめ決められるが、フライホイール
質量、回転の中心からの距離、モータの出力とスピード（電圧や電流の定格の選択による
）そして、モータの加速の度合いを適切に選択することで決めてもよい。アクチュエータ
は、上記のように非常に多種類の異なった用途のために設計できる。車の窓を駆動するた
めに図１と図２に示されたウォームギヤ一式を使用することは、その非常に高い機構上の
利点が窓の重さに耐えるのに役立ち、減速ギヤの摩擦による反対の動きに対抗する点で有
用であるのであるが、ウォームギヤを使用するのは必須でない。
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【００５３】
　用途によっては、例えば１ｍｍ又は１００ｍｍきざみのパルス状の駆動をすることが有
用となる。ギヤ比によっては、アクチュエータはエレベータにおいてわずか１グラムの重
さ又は３００ｋｇの重さを持ち上げるのに当該アクチュエータを使用することができ、ス
ピードは適切なフィードバック機構によって制御できる。
【００５４】
　歯車内の緩衝装置、例えば、図５のゴム製ブロック４２０は、駆動が係止に当たったと
き、バックラッシュの好ましくない効果を軽減する。ゴム製ブロックは歯車装置からの騒
音も吸収する。
【００５５】
　説明したように、遠心クラッチの駆動ドッグ内の緩衝ばね機構は、過負荷に安全である
。しかし、ばね機構はモータからの軸の振動を制振するという利点もある。説明したよう
に、ドックは何本の歯、すなわち、図６に示した３本でも、図７に示した１本でも、図１
２に示した２本でも、あるいは他の何本でも、有していてもよい。等角度間隔の複数の歯
があれば、全組み立て体が駆動されているとき、良好な回転のつりあいが提供される。
【００５６】
　また、駆動ドッグには、駆動ドッグと被駆動部品の間にゴム製のダンパーや他の弾性材
料をモータの軸と水平にまたは同軸方向に挟むことによって、窓巻き上げ機構の大きな歯
車４０２に類似した形式の弾性制振を配置することができる。この駆動ドッグ制振は、大
きな歯車４０２の弾性制振の代わりまたはそれに付加したものとなる。
【００５７】
　この例では、ハウジングはゴム製シールとネジによって封されている。しかし、そのか
わりに、耐水性を供するため、ハウジングは例えば国際標準ＩＰ６７の超音波溶接がされ
てもよい。
【００５８】
　従来の窓アクチュエータに対する本発明の利点を説明するために、同等の装置に対する
モータ定格を比較することが有益である。従来の車の窓アクチュエータは３６アンペアの
代表的なストール電流、１２Ｖでの定格９アンペア、約１０ワット産生に１０％効率で動
作するモータを有している。これは、１Ｎｍの連続トルクを発生し、１２Ｎｍの脱離トル
クがある。本発明の利益により、より一層小さいモータを使用でき、２．８アンペア定格
でありながら、ストール・トルクが１５Ｎｍで６Ｎｍの連続トルクを産生する。従来のア
クチュエータはクラッチが無く、フライホイールエネルギー蓄積効果がない。
【００５９】
　本発明の利用により、アクチュエータの大きさと重さを相当に減らすことができる。例
えば、窓アクチュエータでは、モータの重さを６４０ｇからわずか４０ｇに減らすことが
でき、モータを含んだ全アクチュエータ組立体は、代表的な７４０ｇから２００ｇに減ら
すことができる。容積は半減以上になり、価格とエネルギー消費は相当かなり減らせる。
小さなモータを使用することは、アクチュエータをかなり静かにさせ、クラッチと減速装
置内の制振機構は、騒音低減に貢献する。構造の必要な強度は、スチールの挿入体を使用
することで達成でき、ハウジングの残りをより軽いガラスが充満されたプラスチック材料
とすることができる。
【００６０】
　自動車の始動モータにおける本発明の利用を説明する。上述したように、始動モータは
、エンジンに結合しているのでかなりの慣性を有している。そして、初期加速の過程の低
速時に大きな動摩擦抵抗がある。ねじりばね１３０内で回転エネルギーの中間的な蓄積に
よって、長期にわたって印加されたトルクを分散することが必要である。車の点火スイッ
チを起動させたとき、リレーが電気モータ２をカーバッテリーに接続し、クラッチホイー
ルが加速し、そして係合する。これがばね１３０を駆動し、ばね１３０は歯車３１３を駆
動してエンジンを回転させる。まずばねが巻き上がりそして巻き戻されると、フライホイ
ールに蓄積されたエネルギーを使いながら、トルクが歯車３１３に連続的に伝達される。
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モータ２に供給される連続した電力は、エンジンを更に加速するため歯車３１３の駆動を
維持する。そして、エンジンが点火するまでエンジンの回転を続けるために電気モータ２
の最大電力でエンジンがいったん一定のスピードに達すると、クラッチはオーバーランし
電気モータは電源オフになる。
【００６１】
　本発明の他の多数の用途として、電気モータとクラッチホイールは歯車装置を使用しな
いで、負荷に直接使用することができる。一つの例が、例えば道路面の掘削に使用する形
式の空気削岩機用の空気駆動のかわりに本アクチュエータの使用がある。電気モータとク
ラッチホイールによって回転される駆動ドッグが、他の従来の削岩機の削岩ビット組立体
に周期的に係合するように配置される。駆動ドッグを通じたこの「打撃駆動」は削岩ビッ
トを衝撃的に持ち上げ、そして、削岩されている面にビットを落下させる。そしてドッグ
の次の回転係合によってそのサイクルが繰り返される。あるいは、この打撃駆動は削岩ビ
ットを下向きに打撃してドリルビットを被掘削面に強打する。この後、削岩ビットを上向
きに跳ね返す衝撃反動力を提供し、衝撃削岩効果があるそのサイクルを繰り返させる。こ
うして、駆動ドッグはビット組立体に直接、あるいは削岩フレームのビットにつながって
いるばねを介して、結合させることができる。このハンマー効果は、ハンマードリルのよ
うな他の道具に適用できる。そして、手持ち工具や大型産業用工具そして機械工具に適用
できる。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】図１は、本発明を実施する自動車窓用のアクチュエータを上から見た斜視図であ
り、本図において、内部を示すためにハウジングが一部すかしてある。
【図２】図２は、図１に対応する下から見た斜視図である。
【図３】図３は、図１及び図２のアクチュエータの下から見た斜視図であり、ハウジング
が実線で示される。
【図４】図４は、図１から図３のアクチュエータのハウジングの一部を形成する保持挿入
体（retention insert）の斜視図である。
【図５】図５（ａ）と図５（ｂ）は、図１から図３のアクチュエータ内のウォームギヤの
分解組立斜視図であり、図５（ｃ）はそのウォームギヤ内のゴム製の制振円板の斜視図で
ある。
【図６】図６は、図１及び図２で示した装置と類似する本発明を実施する電気モータとフ
ライホイールと遠心クラッチ装置の拡大斜視図である。
【図７】図７（ａ）と図７（ｂ）は、本発明を実施する遠心クラッチの下流側からの斜視
図であり、それぞれその係合と非係合の形態が示されている。
【図８】図８（ａ）と図８（ｂ）は、図７（ａ）と図７（ｂ）にそれぞれ対応した上流側
からの斜視図である。
【図９】図９（ａ）と図９（ｂ）は、図７と図８の遠心クラッチの遠心スライダーの上流
側からの斜視図であり、それぞれその係合と非係合の形態を示している。
【図１０】図１０（ａ）は、本発明を実施する遠心クラッチ内の出力駆動ドッグの別の形
状の斜視図であり、図１０（ｂ）はその駆動ドッグ（dog）の構成要素そのものを示して
いる。
【図１１】図１１（ａ）は、出力駆動ドッグの別の形状の斜視図であり、図１１（ｂ）は
その駆動ドッグ自身のばねの構成要素を示している。
【図１２】図１２（ａ）は、出力駆動ドッグのさら別の形状の斜視図であり、図１２（ｂ
）はその駆動ドッグのばねの構成要素を示している。
【図１３】図１３は、ばねを含み、更に代替的な出力駆動ドッグの形状を有する本発明を
実施する始動モータを示す。
【符号の説明】
【００６３】
　１…アクチュエータ、　２…モータ、　３…遠心クラッチ、　５…出力歯車、　６…ハ
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ウジング、　　１４０…ドッグ、　１４１…歯、　１４３…矢印、　１４４…矢印、　１
４５…一端、　１４６…他端、　３０１…ベース、　３０２…遠心スライダー、　３０３
…駆動ドッグ、　３０４…モータ駆動軸、　３１３…小さな歯車、　３１４…キャップ、
　３１５…キャップ、　３２０…拡大体、　３３０…チャンネル、　３３１…レール、　
３４０…開口、　４０１…ウォームギヤ、　４０２…大きなウォームギヤ、　４０３…リ
ング、　４０４…ピニオン、　４１０…被駆動円板、　４２０…ブロック、　４２１…切
り欠き、　４２２…切り欠き、　６０３…挿入板、　６０４…ハウジング・シェル、　６
０５…ハウジング・シェル、　６０６…Ｏリング、　６０７…ネジ、　６０８…開口、　
６０９…スピンドル

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】
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